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G3の役割
• CBTシステムの開発
• 他グループが作成した問題が扱えるよう

• G1 典型的な問（⼤問／中問）
• G2 IRTを想定した多肢選択問題

• 「CBTならでは」の出題形式の検討とシステムの開発
• 実⾏環境付きのプログラミング問題
• 状態が遷移する設問（ゲームブック/RPG型）
• ⼤量のデータを使ったデータ分析問題 など

• 採点システムの開発
•ベースはTAOの利⽤を想定
• カスタマイズ機能を実装



これまでの研究成果
•情報学的アプローチによる「情報科」⼤学⼊学者選抜における
評価⼿法の研究開発
• ⽂科省⼤学⼊学者選抜改⾰推進委託事業︓2016〜2018年度
• 阪⼤，東⼤，情報処理学会

•独⾃CBTシステムでの実施
• 2017年度試験⽤のCBTシステム（V1）

• 紙ベース試験（PBT）の置き換え
• 短冊形プログラミングの解答には対応

• 2018年度試験⽤のCBTシステム（V2）
• CBTならではの試験実施を可能に
• 問題プールからのランダムな出題
• 連続形式の出題（ゲームブック型），ブロックプログラミング



ゲームブック問題（レジのブラックボックステスト）

購⼊する商品を選択して結果をテスト



ゲームブック型問題（つづき）

解答を選んだら戻れない



ブロックプログラミング問題（ロボットの動作）



ブロックプログラミング問題（つづき）

プログラムのトレース
実⾏結果を確認しながらのプログラミング



TAO
•標準規格に準拠したe-Testingプラットフォーム
• QTI(Question and Test Interoperability)規格
• LTIにも準拠しLMSとの連携が可能

• 1EdTech（旧IMS Global Learning Consortium）で策定
• コア機能はオープンソース

• カスタマイズ機能の実装が可能
• PCI(Portable Custom Interactions)



⼤学⼊試センター開発のPCI
• 『CBTでの「情報I」の出題
に関する調査研究』で開発
• プログラミング問題
PCIモジュール
• 散布図 PCIモジュール
• クロス集計 PCIモジュール



G3で進めていくこと
• TAO PCIの開発
• G1・G2の作問をサポートするインタラクションの開発
• CBTの独⾃性を⽣かせる試験形態の検討とインタラクションの開発

• ゲームブック/RPG型など

•採点サポートの検討
• ユニークに解が定まらない問題の採点
• 思考過程の評価

• 単純な○×ではなく
•新しいプラットフォームの検討
• TAO Advance


